
The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

PI − 44 −E］本行 動分 析 学会 　第 28回 年 次大 会

　 　 　 　 〔2010 年10 月9 日 ・1Q 日　 神戸親和女子 大学｝

　　　　　　　　福祉施設における人材育成 （1）
　　　　　一 「仕事チ ェ ッ ク表」による日常業務の セルフ マ ネジメン トー

Ef食cts　of 　self−management 　on 　staff　behaviors　in　a　resident 　for　adults　with 　disabilities
　　　　　　　　　 O 濃添　晋矢

1） ・桂木　三恵
2） ・樋口　雄亮

2）

　　　　　　 ライ フス テ
ージ ・悠 トピアリ　 愛知県心身障害者コ ロ ニ ーb

　　　　　　　　Shinya　NOZOE
，
　Mie　KATURAGI

，
　Yusuke　TOIGUTI

　　　　　　　　　　　（Lifestage・utopia）（AIC田 PREFECTURAL 　COLONY ）

　　　　　　　　　 k 狎 α ds：曲 仔 画 n 並g，　check　list，　self−managernen ち　QOL

1．ぱじめに

　近年、障害者自立支援法の 施行な どに よ り福祉旛設に おける労働

環境が変化し、非正 規雇用 の増加等の 問題が生 じてい る。中で も人

材育成につ い ては重要であ るに もかかわ らず、具体的な実践が報告

さ れた例は少 ない 。そ こ で本実践で は、福祉施設に おい て 「仕事 チ

ェ ッ ク表」を用い 、ス タッ フが効率的、自発的に業務を進め るため

の 方法を検討した。また、ス タ ッ フが業務を効率的に 進め る こ とで、
利用者の QOL向上につ ながっ たか どうか もあわせて検討した。

2 ，方法

1）参加者 ：知的障害者更生入所施設のス タッ フ3名 （支援融 名、主

任1名）が本実践に参加 した。 「仕事チェ ッ ク表」の 導入時 （201X
年4月）、支援員2名の勤続年数は それ ぞ抛 年、4年で、主任は8年

であっ た。3名は利用者12名か らなる1ユ ニ ッ トの 担当で あ り、食事

な どの 生活支援を 早番 ・遅番の 交代で勤務 にあたっ てい た。平 日は

2名の 交代勤務だ爪 土曜 日と日曜 日は3名が勤務にあた り、外出な

ど休日の 過 ごしの 支援にあたっ て い た。3名 とも 「仕事チ ェ ッ ク表」

導入の 前年度 （201X− 1年）か ら同 じユ ニ ッ トの 担当であっ た。
2）課題と目標の 設定：ユ ニ ッ トの課題 と して は、特に事務的な業務

を 中心に 主任に 仕事が集中しがちで、結果として利用者へ のサービ

ス の 質が 落ちて い るように思われ た。そこ で、当面 の 目標を 「3人
で協力 して事務仕事を 計画的に 進めるこ と」 と設定 した。効率的 に

事務仕事 を進めるこ とで、計画的に進め る必要が ある外出な どの休

日の過ごしが充実してい くと考え られた。
3）「仕事チェ ック表」の導入 ：計画的に仕事を進めるため 「仕事チェ ッ

ク表」を導入 した、具体的業務を縦軸に列挙 し、横軸に 日付を とっ

た。ス タッ フ の勤務 や行事、会議な どの 日程 もあ らか じめ記入して

おい た。 また、あらか じめ決め られてい た業務の欄の下に、突発的

に必要 となっ た業務を 自発的に書き込める空欄も設けた。
4 ）手続き ：活用方法は概ね以下の とお りで あっ た。  日曜 日に3人

で話し合い、誰がいつ 何の 仕事をするかを決め、チェ ッ ク表の欄内

に名前を書き込む、  仕事をする、  仕事を した ら名前を蛍光ペ ン

でマ ークする、  次の 日曜 日に1週間の 仕事 につ い てフ ィ
ードバ ッ

クを行い 、次の 週の 計画をたて る。  〜  を毎週繰 り返 した。実践

開始時 は主任が話し合 い の司会をつ とめてい たが、201X年7月か ら

は支援 員2名が咬 代で 司会 をつ とめ、仕事 の計画を立て た。
5）従属変数 （1）ス タッフの 業務：  3名で相談して計画した仕事を

支援員が行っ た回数、  3名で 相談して 計画した仕事を主任が行っ

た 回数、  支援員 が自発的に計画 して 仕事を行 っ た回数、の 3点に

つ い て集計した。（2）利用者の QOL ：利用者の QOL向上につ い て 調

べ るため、腿 末に行 っ てい た 「コ ン ビニ 買し物 」 の 回数の変化、
  休日の昼食に店屋物などの食事を提供する 「休 日プロ グラム」の

内容の 変化、の 2つ に つ い て集計 した。  、  とも 「仕事チ ェ ッ ク

表 」導入前の201X− 1年と、導入後の201X年で比較 した。

3．結果

1 ）ス タッフ業務 （図D ：  支援員仕事回数 ：4月21回か ら6月55回 と増

加 した。  主任仕事回数 ：4月9回 から6月22回 と増加 した。  自発的

な支援員の 仕事回数 ：4、5月は見 られず、6月の2回のみで あっ た。
2）利用者の QOL ：  コ ン ビニ 買い 物の 回数の 変化 （図 2）：201X− 1年

度は年間計7回 で、1店舗の みで の実施だっ たが、201X年度は5〜7

月で言柘回、2店舗で の 実施に 拡大 した。  「昼食プロ グラム 」の 内容

の 変化 ：201X− 1年9月まで は 月1、2回の実施 であっ たが、10月から

は月3、4回の 実施に回数が増大した。プロ グラ ムの 種類につ い て は、

顕 著な変化 は見られなか っ た が、201X − 1年12月か らはより準備が

大変な 「調理」 を開始し、その後 も継 続した．
4 ．考察

　今回の結果か ら、「仕 蜜チェ ッ ク表」を使用して ス タッ フが効率

的に 業務を進め られ る よ うに なっ た と考え られ た。た だ、チ ェ ッ ク

表の 空欄に ス タッ フ が業務を書き込ん だの は1回だけだっ た こ とか

ら、ス タッ フ の 自発1生を導 くこ とは で きなか っ た と言えよう。原 因

として、業務を行 っ た あとの 強i陳「」激の 不足が考え られた．今後は

ス タ ッ フ の業務パ フ ォ
ー

マ ン ス を 可視化す る方法を工 夫す るな ど

の 検討が必要である。
　 「コ ン ビニ 買し物 」 の 回数の増加 は 「仕事チェ ッ ク表」の導入 と

時期が 同 じであ っ た。お金の準備な ど事務仕事を計画的に 進め られ

る ように なっ た ことが、回数の増加につ な がっ た と考え られた。一

方、 「昼食プロ グラ ム」の 回数は 「仕事チ ェ ッ ク表 1導入 と関係な

く増加 し、導入後 もそ の 内容に大きな変化はなか っ た こ とか ら、
「仕事チ ェ ッ ク表」以外の 随伴性が影響 してい たこ とが示唆された 。

　人材育成とい う観点か らみると、「仕事 チェ ッ ク表」 とい う比較

的単純 な手続きにより、利用者のQOLの向上に までつ なげられた と

い うこ とは意義深い。一方で、業務の 遂行には様々 な随伴「生が存在

して お り、今後 も人材育成の具体的手続き を蓄積し、よ り包括的な

プロ グラム を検剖して くこ とが重要 で ある と考 え られる。
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図1 ：ス タッ フ業 務の 変化
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図 2 ：「コ ン ビニ 買い 物」回数 の 変化
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